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文内容の要旨

本論文は，カルパモイル化合物の光受容場における反応性解明を目的とし，特に種々のカルバモイ

ル化合物から電子受容体への光電子移動をへるカルパモイル化合物新規合成法について述べたもので，

その内容は緒言と本文 2章および結語からなっている O

緒言では，本研究の目的とその内容についての概略を述べている O

第 l章では，カルパモイル化合物からの光電子移動反応に先だち，その光化学反応がほとんど知ら

れていない脂肪族尿素で、あるテトラメチルウレアのメチル水素の引き抜きが光励起カルボニル化合物

により容易におごり，その結果，他法では簡便に合成できないβーヒドロキシエチルウレア類が，一

段階でえられること，えられたβーヒドロキシエチルウレア誘導体が簡単な熱反応で薬品工業から高

分子化学にいたる広い領域で需要の高い 2ーオキサゾリジノン誘導体を好収率で与えることを明らか

にしている O

第 2章では，電子受容体と種々のカルパモイル化合物との光反応で光竜子移動をへるこれら受容体

への光カルバモイル化がおこることを見い出し(ウレイドメチル化，光アミドメチル化，カルパミン

酸エステルを用いる光カルバモイル化)，その光化学的初期過程に考察を加え，光化学的電子移動の

例が少ない励起三重項状態で、の電子移動を明らかにしている O また，受容体への電子移動が効率よく

おこらない系では，新しいタイプの反応(ウレア結合の開裂をともなうオレフインへのアミド化)が

おこりうることも示している O

結語は，本論文の総括で以上の結果をまとめて述べている O

口。
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論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は ,
カ ル バ モイ ル化合物の 光化学反応 に よる全く新 し い 合成反応の 開発を提示 したもの で あ

る ｡

すをわち, 重要を工 業薬品で ある 2 - オ キ サ ゾ リ ジ ノ ン誘導体の 合成を, 入手しやす い 化合物で あ

りをがら , 従来合成試薬と して殆ん ど利用されて い を い 脂肪族尿素類の 光脱水素化をへ る簡便を方法

を用 い て 成功し て い る ｡

さ ら に
,
光化字的電子移動を へ る 光カ ル バ モイ ル 化 ( ウ レイ ドメ チ ル化, ア ミ ドメ チ ル化) な どの

斬新を合成反応を見 い 出すと ともに , 本カ ル バ モイ ル 化が励起三重項状態で の電子移動と い う例 の 少

い 過程を へ て お こ る こ とを明 ら か に し て い る｡

以 上の ように , 本研究はカ ル バ モ イ ル 化合物を利用 する種々 の 合成反応を確立 した も の で あり , 合

成化学上貢献す ると こ ろが大き い ｡ よ っ て
,
本論文は

,
博士論文と し て 価値あるもの と認め る ｡
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